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「住民参画条例の策定に向けた提言書のたたき台」検討シート

＊各委員からの項目追加等

１　提言書の構成・大項目
(1) 提言の目的・主旨

(2) 住民参画条例の位置付け

(3) 住民参画条例の必要性・意義

(4) 住民参画の現状と課題

(5) 住民参画条例が目指す施策の方向

(6) 具体的提案



(2) 追加事項（各委員から出された具体的提案に盛り込むべき事項）

(1) たたき台の内容

（仮称）住民協働参画推進会議の創設
○住民協働や住民参画を担保することを目的に設置するもので、協働等に関する調査・研究・
検証等を行う。

審議会等委員の公募
○原則として公募を行うこととする。原則としたのは、審議会等の性格や内容によっては公募
に適さないものも想定されるため。

住民が参画できる範囲を規定

企画から検証まで住民が関われる仕組みづくり

参画の予定・計画
○参画しやすい環境を作るため、年度の初めに計画を公表する。

無作為抽出による委員選出

審議会等委員となる住民の登録制度の創設（サポーター制度）

協働のまちづくり提案制度の創設
○まちづくりに対する苦情・陳情型の係わりから提案・協力の係わりへ

２　上記「６　具体的提案」に盛り込むべき内容

町で実施されている住民参画制度等の条例への位置付け
【実施されている住民参画制度等】
○パブリックコメント、町長への手紙、地域懇談会、職員出前講座、町長との対話集会、審議
会等委員の公募、フォーラム、町民への説明会、ワークショップ、意識調査


